
	 

	 	 	 

 

 

 

 

 

 

  

 わかざる学集会（色んなことがわからなくても、皆でわいわい話しをしよう！をモットーにした

年齢、気持ちが若い人の集い）では、今年 1 月に「脱原発への道~３.11 後の世界とドイツの選

択」ツアーを主催、同行した山田和生さんを招き、ドイツの脱原発への取り組みをリポートしてい

ただきます。山田さんの「原発・エネルギー問題の専門家ではない」視点から感じたことを語って

いただき、私たちが明日からできることを見出す機会になればと思います。ぜひご参加ください！ 

 

「脱原発への道~３.11 後の世界とドイツの選択」ツアーパンフレットより抜粋 

東日本大震災の地震と津波、それに伴う「原発震災」は、日本のみならず世界中に大きな影響を与え、世

界中の国々は脱原発を真剣に考え出している。ドイツでは、地震直後にあった州議会議員選挙で緑の党が

大躍進し、中央の政界でも脱原発に再び舵を切った。ドイツ緑の党のコッティング・ウール下院議員の協力

を得て、17 基の原発を持ちつつ自然エネルギーへの移行を目指すドイツの実情を見聞するツアーを実施す

ることになった。ドイツの「原発政策」の現状、ドイツの「脱原発政策」の現状（廃炉、放射性廃棄物処分の現

場や再生可能エネルギーへの代替の現場を訪ね、連邦（国家）レベルだけでなく地域や自治体レベルでの

脱原発に向けた実践と課題）、ドイツ緑の党が「脱原発」に果たした

役割の実情と今後の課題、などを視察し、日本とドイツの脱原発へ

の道を語り合う。 

 

 

日 時： 2012 年 6 月 15 日（金） 

19:00~21:00 

場 所： 神戸 YWCA 会館 5 階チャペル 

参加費： 500 円 （お茶とおにぎり付き） 

スピーカー：山田 和生さん 
株式会社マイチケットの代表として、人々の出会いをテーマにした体験旅行「オル

タナティブツーリズム」を展開。タイ、フィリピン、スリランカ、ブータン、韓国、タンザ

ニアなど多くの地域と交流を図っている。 

2012 平和活動部 わかざる学集会 

「脱原発への道~ 

３.11 後の世界とドイツの選択」 


